
十勝平野の広大な自然と農村景観を活かし、地域資源を結びつける形で構築された

延長403kmのサイクリングルート「トカプチ400」が、令和３年５月にナショナルサイク

ルルートとして指定されました。このルートは、十勝平野を８の字に結び、道内の多様な

地形や風景を体感できるルートとなっており、国内外のサイクリストに向けて高い魅力を

発信する観光資源として注目されています。ナショナルサイクルルートへの指定は、国土

交通省が定める基準（路線の魅力・快適性・安全性・情報発信力など）を満たしたルートに

対して与えられるものであり、「トカプチ400」のポテンシャルが全国的に認められた証

であると言えます。

（４） 「トカプチ400」ナショナルサイクルルートに指定、アドベンチャートラベル

の推進

・ 十勝平野を８の字に結んだ、延長403kmのサイクリングルートが、新たにナショ

ナルサイクルルートとして指定された

・ 「アドベンチャートラベル・ワールドサミット北海道・日本（ATWS2023）」におけ

るサイクリングを含む体験ツアーの開催

イベント展開など、継続的な魅力発信と

利用促進の仕組みづくりも不可欠です。

サイクルツーリズムは本道の高付加価値

化を追求するコンテンツのひとつとして、

自然・文化・産業との多面的な結びつき

を通じて、本道全体の観光の高付加価値

化と地域活性化につながることが期待

されます。

また、令和５年９月に、アドベンチャートラベルに関する世界的な大会である「アドベン

チャートラベル・ワールドサミット 北海道・日本（ATWS2023）」がアジアで初めて実地

開催されました。世界64カ国・地域から773人の旅行会社やメディア、政府観光局など

のアドベンチャートラベル業界の関係者が参加し、アドベンチャートラベルの体験ツアー

や商談会、講演等が行われました。

ATWS2023の開催により、サイクリングを含むアウトドアアクティビティを、本道の

大きな魅力の一つとして世界に発信するとともに、ガイド人材の育成を含む地域の受入

体制の強化を促進する契機となりました。

今後は地域住民や事業者との連携によるルート維持管理、季節ごとの魅力を活かした

このルートは、単なる移動手段とし

ての自転車利用にとどまらず、地域

の自然・文化・食・人とのふれあいを

通じて、体験型観光の価値を高める

役割を担っています。特に農村地域

を通過することで、地元農産物や景観、

暮らしの魅力への理解を深め、観光

客と地域住民との交流を促進する機

会にもなっています。こうしたサイク

ルツーリズムは、地域経済の活性化や

関係人口の創出・拡大にも寄与すると

ともに、持続可能な開発目標（SDGs）

の達成に資する観光のあり方として、

地域社会の発展に貢献するものと

なっています。
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